
自由民主党会派と県民をつなぐ

2011.7 No.19

自由民主党会派と県民をつなぐ

ご質問、ご意見をお聞かせください。
編集／秋田県議会自由民主党会派  政務調査会

発行／平成23年7月15日

〒010-8570 秋田市山王4丁目1番1号［県議会内］
電話 018-860-2040  ファクス 860-2102

　今般の東日本大地震により、わが国は未曽有の国難に直面しております。最大の
政治課題は、この大震災にどう立ち向かっていくかであります。自民党会派は、今さえ
良ければいいのではない、自分さえ良ければいいのではない、との思いの下に「自助・
共助・公助」を基本とする社会の仕組みを充実させることを目標としております。この
精神こそ、大震災の復旧復興にあたって最も求められるものであり、秋田県政の発展
に欠かせない「絆」の精神であります。
　私たち自民党会派は、県民の皆様と一致協力して、全身全霊を傾ける決意でこの
国難に立ち向かって参ります。自民党には「自由」があります。全ての県民、党員・党友
の皆様は、逆境の中にあっても集い、厳しさの中に揺るぎない信念を持って闘う仲間
であります。一刻も早くこの国の「かじ」をわが手に取り戻し、県民の皆様の生命と財
産を守り、一人ひとりの幸せを実現して参る覚悟であります。

ごあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由民主党秋田県連 会長　大野忠右エ門

秋田県議会議員　産業労働委員

菅原　広二

　立候補に際し、『動機善なりや、私心な
かりしか』と何度も自問しました。「私が県
会議員になることは、本当に市民の為に
なることなのか、また、私利私欲でやるん
でないか」ということです。
　また、私は「民間の経営手法を政治に
生かす」とも話しました。「お客が何に困っ
ているか、何をすれば喜んでくれるか」を
常に考えます。

　そして、モノごとを考える上での判断基
準は「人間として正しい行いかどうか」で
す。損得ではありません。正直・謙虚・
熱意・思いやりなどの人間力です。私は、
未熟な人間ですが「そういうモノに私はな
りたい」と念じています。
　そして、男鹿の素晴らしい「ナマハゲの
文化」（高い倫理観・地域の共助・自
然との共生）も訴えていきます。どうか皆
さんのご指導をお願いします。

「初心を忘れずに頑張ります！」

菅原広二事務所
〒010-0342　男鹿市脇本字前野1-1（株式会社 寒風内）
電話 0185-22-2225 　ファクス 0185-22-2226
■E-メール  info@sugawara-koji.jp

有能な技術者の育成について
官民がそれぞれ知恵を出し合い、一体となってモノ
づくりが行わなければなりません。技術者たちは価

格競争の中での利益確保、余裕の無い工期、膨大な資料
の作成、発注者側の一方的な要求など厳しい環境中で「心
の病」に冒されているものも少なくありません。そのため、優
秀な技術者の転職も多いのが現状です。各地域振興局単
位でも現場代理人の意見を聞く機会を多く設け、自由な意
見交換ができる環境をつくることが、有能な技術者の育成
にもつながっていくと考えます。

県の公共事業においては、担当技術者間の情報
共有を図るため、コミュニケーションの充実に取り

組んでいるところで在ります。今後も引き続き発注者・受
注者の相互信頼のもと技術力向上を図るため、様々な情
報交換や学習の場の確保に配慮してまいります。

若者の県内就職率向上について
若い人材の県外流出は本県の少子高齢化の大き
な要因でもあり、本当に残念であります。秋田県の

発展のためには、若者の雇用拡大が必要であり、産学官
一体となった取り組みが重要であると考えます。高校生も
含めた若者の県内就職率向上について考えを伺います。

経済団体や教育機関、行政機関などの実務担当
者で構成する「学校卒業者就職問題連絡協議会」

を通じて、情報交換やそれぞれの支援対策の共有化を図る
とともに、引き続き、求人の掘り起こしや
高校生の就職面接会をよりきめ細やか
に行うなど、マッチング機会を拡充して
まいります。

“繋ぐ”
人と人、市と県と国

そして
子どもを未来へ 菅 原 広 二

秋田県議会議員

質問項目
1男鹿半島の観光振興について
　a）観光戦略としての男鹿への誘客
　b）観光道路の整備
2統合型地理情報システム（統合型GIS）について
3建設業の環境改善について
　a）「予定価格の事後公表」の推進
　b）総合評価制度の改善
　c）有能な技術者の育成
　d）設計変更への対応
4若者の県内就職率の向上について
　a）就職率向上のための取組み
　b）Aターンの取組み
　c）キャリア教育
5スポーツを通じた人材育成について
※抜粋し　　の質問に対する答弁を記述

観光道路の整備について
一つは旧寒風山有料道路です。現在の大型化され
た観光バスでは、狭い道路での交差が難しく、最近

は寒風山を通る観光バスが少なくなってきています。寒風
山の360度のパノラマは世界に誇れる眺望です。観光客を
もう一度寒風山に取り戻すために、今後も改良工事を継続
すべきと考えます。

旧寒風山有料道路は「脇本富永交差点」から「寒
風山レストラン」間について、今年度からは、同区

間内の三か所について、事業に向けた調査を実施すること
としております。
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東日本巨大地震・津波・被害で被災された方々に、
心よりお見舞い申し上げます。

菅原広二 撮影：男鹿半島「西海岸金ヶ崎温泉」付近


